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1　はじめに

　朴花城（1903～1988）は1925年に「秋夕前夜」

によって登壇し、植民地期から現代に至るまで

韓国を代表する女性作家の一人に数えられてき

た。特に植民地期においてはほとんどの女性作

家たちが女性の心の内面描写に力を注ぐなか、

朴花城は「下水道工事」「洪水前後」「旱鬼」な

ど労働者や小作農民の生活に焦点を当てたリア

リズム作品を書き、筆致の力強さやスケールの

大きさが評価されていた1。しかし女性作家は

女性にしか書けない作品を書くべきだ2とい

う、他の女性作家をも含む文壇全体の雰囲気が

朴花城の作品評価を表面的なものにとどめ、朴

花城の作品活動についての詳細な研究はこれま

でごく一部の研究者の手にのみ委ねられてきた

ことも事実である。

　植民地期の朝鮮の文学者の多くがそうであっ

たように、朴花城もまた日本滞在の経験があ

る3。そしてその日本滞在中の体験が朴花城の

作品形成に大きな影響を与えたことが指摘され

ている。しかしこれもまた多くの朝鮮の文学者

の場合と同じく、日本滞在中の足跡は不明な点

が多い。多くの時間が経過した今となっては限

られた資料に手がかりを求める以外にないから

である。

　朴花城は自伝的な作品を比較的多く残してい

る。自伝として書かれたものには『吹雪の銀河』

があり、『北国の黎明』や『崖に咲く花』は三

人称で書かれた自伝的な性格を持つ小説であ

る4。これら以外にも自身の体験を書いた随筆

が数多くあり5、いずれも朴花城研究の貴重な

資料であることは言うまでもない。

　本稿で取り上げる『北国の黎明」は自伝的な

小説であり、自伝や随筆の内容とは異なる部分

が少なくない。しかしこの作品は朴花城の作風

に変化が見られる1935年に書かれ、その中に

は朴花城の東京滞在時の様子を知ることのでき

る内容も含まれている。また完全な自伝ではな

いというところにむしろ価値がある。ある程度

までは事実に即して書かれたであろう当時の朴

花城の生活の様子をたどりながら、作家の分身

として形成された主人公の人物像を通して当時

の朴花城の創作に対する考え方を知ることがで

きるからである。

　本稿は『北国の黎明』執筆時の朴花城の創作

動機を探ることを目的とし、先ず『北国の黎明』

の展開を主人公と登場人物との関係に注目しな

がら追い、次に主人公の性格を分析して人物像

を明らかにする。その上で自伝『吹雪の銀河』

との大きな違いに着目し、作家の分身と考えら

れる『北国の黎明』の主人公がどのようにして

形成されたのかを考察する。その過程でこれま

で明らかにされなかった東京滞在中の出来事に

ついても触れたい。

2　『北国の黎明』の展開

　『北国の黎明』は1935年4月1日から12月

4日まで全208回にわたり『朝鮮申央日報』に

国際教養学科
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連載された。連載に先立つ3月22日の予告文

の中で朴花城は次のように述べている。

　『北国の黎明』という題の下、一人の女性

の波乱に満ちた半生をお目にかけようと思い

ます。私の小説を通して読者は人間の個性を

研究し、背最にある社会を理解し、彼らがど

んな手段と思いで運命を開拓して理想を達成

していくのかを、作家と呼吸と感情をともに

しながら見ていくことになるでしょう。そし

て作家が言おうとしていること、伝えようと

していることが何なのかを理解してもらえる

ものと確信します6。

　朴花城はここで『北国の黎明』が自伝である

とはもちろん語っていない。しかし作品申の出

来事の具体的な年月が朴花城の個人的事実とほ

ぼ一致する。ただし後に書かれた自伝や随筆な

どを読み得ない当時の読者にとっては、これは

単に一．．A人の女性、すなわち主人公ヒョスンの波

乱に満ちた半生の物語に過ぎなかったはずであ

る。そこでそのような読者と同じ目線で作品を

追う。

　作品は前編と後編に分かれている。前編は「入

学」「下宿生活」「ペク・ナムヒョク」「告白」「昔

の友」「暗闇の花」「初恋」「ソルビャン」とい

う小題で区切られ、ヒ旨スンの母校が3年制か

ら4年制に学制変更したことに伴い、22歳の

ヒョスンが改めて母校の4学年に再入学した日

から始まる。ヒョスンのほか、下宿のルームメ

イトで秀才のヨンスク、以前からの知り合い

だったスッキとキョンチェらの女性人物と、

ヒョスンの兄ナムヒョクとその友人ジン、そし

てヒョスンに思いを寄せるヨンシク、ビョン

ジュ、チャンウらの男性人物が登場する。

　女性登場人物のスッキとキョンチェの二人は

ヒョスンが母校に再入学する前、各地で教師を

していた時代に知り合った。神童と言われた

ヒョスンは15歳で高等科を卒業し、16歳になっ

たら留学させてくれるという父の言葉を信じて

教師になった。しかし父が商売に失敗し、結局、

教師生活は7年に及んだ。スッキは女性のため

の夜学での同僚教師であったが、家庭の事情か

ら25歳も年上の男に嫁いでいた。また生徒だっ

たキョンチェはソルビャンという名で妓生生活

を余儀なくされた過去を持っていた。二人とも

ヒョンスクより年上だが、新たな人生を求めて

遅ればせながらソウルの女学校に正式入学した

のである。

　男性登場人物うち、早稲田の政経科を卒業し

たものの「不良鮮人7」とみなされて就職に失

敗し、帰国した兄のナムヒョクはヒョスンに政

治を教える人物で、既婚者のチャンウをヒョス

ンに近付け、指導させた。ヨンシクとビョンジュ

はヒョスンの教師時代に英語の講習会の講師を

務めた。二人ともヒョスンに好意を抱いている

が、ヨンシクは物語の冒頭で10年後の再会を

約束してアメリカに留学する。またジンは就職

に失敗したナムヒョクに代わってヒョスンの学

費を援助するなど、ヒョスンと大きな関わりを

持つ人物である。

　前編ではヒョスンの教師時代の回想が多くの

部分を占める。その中で注目すべき内容は、若

くして教師となったヒョスンがそれまでの恵ま

れた生活では知り得なかった人生を送る女性た

ちに出会い、また生徒たちの置かれた現実を通

して地主と小作人の関係を知り、それによって

人生観に変化がもたらされたことである。そし

て「彼らの言いたいことを代弁しよう8」と決

心する。また、チャンウの教えによって社会変

革に対する情熱を持つようになり、「漠然と留

学だけを願っていた空想のベール9」がはがさ

れる。再び学生となったヒョスンにはこのよう

な背景がある。

　後編は14の小題で区切られ、最初の「カン・

ヨンスク」から早々に登場人物たちの恋愛劇が

繰り広げられる。自らが秀才でありながら教授

夫人になることが夢のヨンスクはヒョスンに振

られたビョンジュと婚約し、ヨンスクに振られ

た男、チョルスはヒョスンの同級生スンジョン

と婚約する。またチョルスの従妹オクスクがナ

ムヒョクの友人のサンヒョンと婚約する。しか

しチョルスとオクスクは肺病のため結婚して間

もなく死亡し、それぞれ配偶者を亡くしたスン

ジョンとサンヒョンが新たに結び付く。儒教に

基づく当時の朝鮮の封建的道徳では認められな

い10二人の結合は後の展開に重要な意味を持っ

てくる。
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　いずれにせよ恋愛の過程が不明確、というよ

り恋愛自体が存在しているのかどうかも疑問に

感じる登場人物たちの安易とも思われる婚約、

結婚はかなり唐突な印象を与える。以上のほか

にも、スッキは実家の経済的事情から妾となり、

キョンチェはヒョスンの兄ナムヒョクと結婚す

る。また、ヒョスンを社会変革に目覚めさせ、

既婚者でありながらヒョスンと相思相愛の仲で

あったチャンウは溺死する。しかしこれらの設

定は主人公ヒョスンの人物形成について考える

とき、一定の意味を帯びてくる。周囲の人物が

様々な形でヒョスンから次々と離れていくこと

によってヒョスンに孤独な闘いが用意される。

こうしてヒョスンは1年間の女学校生活を終

え、東京の大学の英文科に留学することになる。

　しかし学費を送ってくれるはずだった兄ナム

ヒョクは同盟ストを煽動した疑いで捕らえら

れ、ヒョスンはジンの援助を受けることになる。

ジンはもともとヒョスンの教師時代の同僚であ

り、その後、東京留学中にナムヒョクとも知り

合い、物心両面で二人を助ける。そしてヒョス

ンと婚約するものの後に破綻する。後編ではこ

のジンとヒョスンの関係、東京でのヒョスンの

活動、そして結婚が軸となる。

　ヒョスンが留学した1926年の夏休み、帰省

したヒョスンにジンが長年の思いを打ち明け

る。ヒョスンはジンの言葉に感激するが明確な

返答はしない。年末になりジンはヒョスンの東

京の下宿を訪ねる。そのときヒョスンは熱を出

して寝ており、ジンは看病のために何日かそば

に付き添う。そして快復したヒョスンにジンは

再びプロポーズする。このときヒョスンは同じ

部屋で寝たということだけを理由に、ジンのプ

ロポーズを受け入れる。ヒョスンの性格を表わ

す場面の一つである。

　2学年に進級すると、ヒョスンは保証人の妻・

清水さんの紹介で社会科学研究会の会員にな

り、毎週日曜日の読書会に欠かさず参加し、熱

心に「その方面11」の勉強をするようになる。

そのことはヒョスンにとって誇りであったが、

反面、ジンとの婚約を後悔しはじめる。

　2学期になるとき、夫を亡くしたスンジョン

が東京に留学することになり、サンヒョンも付

き添って上京する。しか゜ｵスンジョンの学校生

活に関する場面はなく、その頃からヒョスンの

下宿で開かれるようになっていた朝鮮女性の読

書会に参加して活動家として成長していく。サ

ンヒョンは読書会の講師を務める。ヒョスンは

「××団体婦人部12」の役員であるという出席

者たちの熱い討論の場面に接して実践での経験

の重要性に気付き、「それまで英単語ばかり詰

まっていた頭が“私も仕事をするのだ”という

新しい欲望で満たされていった13」。ヒョスン

はまた、「××東京支会14」の組織に関わり、

最高幹部に選ばれる。婚約者のジンはこれに反

対するが、ヒョスンは応じず婚約破棄に至る。

　こうしてヒョスンの傍に残るのは、ともに配

偶者を亡くし、道徳的には認められない関係に

あるスンジョンとサンヒョン、そして後にヒョ

スンの夫となるジュノだけとなる。ジュノは

ヒョスンと故郷が近く、それまでにも行き来が

あったという設定だが、このとき初めて早稲田

の政治科に在籍申のジュノがヒョスンを訪ね、

1冊のパンフレットを置いて帰る。ジュノは有

望な活動家として知られた人物である。そして

ヒョスンの結婚の条件をすべて満たしていた。

ジンとの婚約を解消したヒョスンはジュノのプ

ロポーズに応じる。その頃、サンヒョンは逃亡

生活に入った。

　ここで場面は一転し、すでに二人の子どもを

抱えたヒョスンが刑務所へ差し入れに通ってい

る。一人目の子どもを出産したヒョスンが
1929年に帰国。翌年、日本での刑期を終えたジュ

ノが帰国し、1931年に二人目の子どもが生ま

れた。しかしジュノが「××労働組合15」の組

織に関わって再び捕まった、という経緯が回想

で語られる。またスンジョンがサンヒョンを

追って姿を隠した。

　夫の服役によって部屋を借りることにも仕事

を探すことにも窮したヒョスンは「メガネのよ

うな現代的保護物16」を外して乳母として働き

に出る。しかしヒョスンの苦労に報いることな

く、1934年、ジュノは転向声明を出して出所

する。

　その頃、スンジョンとサンヒョンが居場所を

知らせ、ヒョスンにも脱出を求めてきた。ヒョ

スンは子どもたちのことを考えて踏躇するが、

転向者ジュノの態度に失望し、ついに「憧れの
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北方の国」への脱出を決意して故郷を後にする。

途中に寄った京城で登場人物たちが一同に会

し、10年後の再会を果たしたヨンシクが最後

まで引き止めるが、ヒョスンは決心を変えるこ

となく一人旅立っていく。

　以上に見たように、『北国の黎明』はヒョス

ンが母校に再入学してからの10年間、すなわ

ち1925年4月から1934年11月までを描いて
おり、数箇所に年月日の記述がある。本稿では

これを手がかりに、作中のいくつかの出来事と

作家の個人的な事実とを対照して主人公ヒョス

ンの形成過程を探る。この場合、作家の個人的

な事実の根拠をどこに求めるかという問題があ

るが、本稿では自伝『吹雪の銀河』を用い、『北

国の黎明』との大きな違いに着目して、主人公

ヒョスンの形成過程を考察し、この作品が書か

れた1935年の時点での朴花城の創作動機を

探っていく。それに先立ち、次章ではヒョスン

の人物像を明らかにする。

3　ヒョスンの人物像

　『北国の黎明」は一人の知識人女性が教師体

験、女学校生活、東京留学、そして恋愛と結婚

を経て、革命運動の闘士として踏み出すまでを

描いた小説である。ここではヒョスンの人物像

を明らかにするために、ヒョスンと男性人物の

関係に焦点を当てる。というのは、この作品は

当時の「進歩的な青年男女の性生活の一面と私

生活の一面17」を見せることが主題の一つであ

り、ヒョスンの性格もその恋愛観を通して読み

取ることができるからである。

　ヒョスンの心を最初に捕らえたのは既婚者の

チャンウである。ヒョスンは兄ナムヒョクの留

学生仲間たちと交流があり、彼らの間で評判が

高かった。にもかかわらずよりによって既婚者

であるチャンウに惹かれていく。そして叶わぬ

愛に苦しむ。ヒョスンがチャンウに寄せる思い

は真の恋心である。チャンウに会う前に「スカー

トに何か付いていないか18」と気にする純真さ

を見せたり、チャンウと自由に会えない悲しみ

を「結局愛は瞬間の幸福なのだ19」と表現した

りすることなどは、ヒョスンがチャンウを指導

者である以前に男性として愛してしまったこと

を示している。これに対して、チャンウはヒョ

スンにクロポトキンの『青年に訴たふ』などの

本を渡し、「この中身をヒョスンさんが理解で

きたとき二人の愛も解決する20」と話し、「愛

の情熱を仕事に捧げる21」ように説く。こうし

てヒョスンは社会変革に目覚めるのである。つ

まり叶わぬ愛を社会変革への情熱に昇華させた

わけである。1930年代の女性作家の多くが自

由恋愛に目覚めた女性と伝統社会との摩擦を描

き、倫理意識によって解決を図ろうとしたなか

で、朴花城は社会変革という道標を提示したの

である。この場面では一見、チャンウが大人の

行動をとってヒョスンをリードしているように

見える。しかし数ヵ月後、チャンウはヒョスン

とジンの関係を疑い、悲観して入水する。ヒョ

スンはチャンウの遺志を継ぐことを誓いながら

ここでまた一回り大きく成長する。結局、愛を

断ち切れなかったのはチャンウの方であり、

ヒョスンの強さが際立つ。

　ヒョスンが東京に留学した年の夏休み、帰省

したヒョスンにジンがプロポーズする。ジンは

ヒョスンが同僚教師だった9年前から好意を持

ち、ヒョスンの理想に叶うようにと東京で勉強

した後、母校で教職を得た。その間、ヒョスン

の長兄（ナムヒョクの兄）を通じて2度求婚し、

ヒョスンもジンの気持ちをわかっていた。そし

てジンの抱擁に「驚くと同時に感激22」もした。

ジンとの結婚には何の障壁もない。しかし「ま

だ結婚とか婚約とかいう問題からは解放されて

いたい23」と告げ、ナムヒョクが出獄するまで

待ってほしいと猶予を求める。ここから読み取

れるヒョスンの結婚観はヒョスンの友人たちと

正反対である。友人たちはいとも簡単に婚約し、

しかもその際に何の葛藤もなく、親の介入など

もないen。それを自由恋愛の結果の自由婚約と

見るならば、ヒョスンは新教育を受けた女性に

しては保守的な性格と言える。ジンを下宿に泊

めたことを理由に2度目のプロポーズを受け入

れた経緯は先に見たとおりである。

　一方でヒョスンは、ナムヒョクが捕らえられ

たときに一緒に連行されながら、「同志的な関

係は全くないas」と主張して1週間で解放され

たジンの思想に疑念を抱いている。そして「自

分を愛しているか26」と繰り返し問うジンに対

し、ヒョスンは「そんなことを聞くときではな
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いaVJと、あくまで愛より同志としての結びつ

きを上位に置いてジンを説き伏せる。ヒョスン

は一方的にジンを同志に仕立て上げようとして

いるかのように見える。そして2学年になり、

「読書会」に参加するようになるとジンとの婚

約を後悔しはじめる。

　ジュノとの出会いはヒョスンが下宿で朝鮮女

性だけの読書会を開き、「××東京支会」の最

高幹部になって、最も意識が高まっているとき

であった。実践行動は時期尚早だと言うジンの

忠告など耳にも入らなかった。ヒョスンにとっ

てジュノは「実践を通じて得た同志であり、全

ての面を尊敬できる人as」であった。そしてチャ

ンウとの場合と違って人圏が檸られることもな

いため、二人は「無我の境地29」で愛し合うこ

とができた。男女関係において保守的であった

ヒョスンは同志ジュノとの出会いによって自由

恋愛を達成したのである。そしてこの自由恋愛

は愛より活動を上位に置き、自由意思で結び付

き、自由意思で別れる同志愛でもあった30。

　ジュノが捕まると、ヒョスンは知識人の象徴

であるメガネを外し、乳母をしてまで獄申の

ジュノを支える。しかし転向したジュノにヒョ

スンは決別を宣言し、「北国の黎明」を受けて

旅立つ。このときのヒョスンに夫婦愛は見られ

ない。夫や子どもよりも活動を優先させる一人

の女闘士としての姿を見せるのみである。また、

ヒョスンを「北国」に導くスンジョンの役割に

も注目する必要がある。ヒョスンの同級生で

あったスンジョンもまた知識人女性であり、正

式な結婚が不可能なサンヒョンの指導によって

成長したのち亡命し、はっきりとは描かれてい

ないが、おそらく「北国」で同志として結ばれ

たものと思われる。

　以上に見たようにヒョスンは近代的教育を受

けながらも、恋愛に対しては決して開放的では

なかった。しかしよりによって初恋の相手は既

婚者であった。ヒョスンは叶わぬ愛を理性の力

で社会変革という目標に昇華させ、その意志を

貫くことでジュノとの自由恋愛に至った。そし

て愛と信念の相互作用によってさらに自己を高

め、っいには信念がまさって闘士として旅立っ

た。『北国の黎明』を「成長小説に属する長篇」

であるとする徐正子は、「最初の近代的女性知

識人の誕生を見せてくれる小説であり、しかも

この知識人の成長を、1920～30年代の最大の

イシューと言うべき理念を受容し、実践する過

程を通じて提示したという点で注目される31」

と述べている。

4　ヒョスンの誕生過程について

　『北国の黎明』の予告文において「一人の女

性の波乱万丈の半生」を描くと述べた朴花城は、

さらに「私たちは物語を通して自己の世界以外

の体系と生活を目にすることができる32」とも

言っている。ヒョスンは確かに読者の世界の外

に存在する理想的人物として描かれた。ヒョス

ンの周囲にいた人物たちは皆、それぞれの理由

で闘争の道から離れていき、困難に打ち克って

突き進むヒョスンの強さだけが際立つのであ

る。この作品が自伝的な小説であって自伝でな

いことは初めに述べたが、朴花城が作り上げた

女闘士、ヒョスンがどのようにして誕生したの

かを自伝『吹雪の銀河』と比較して探っていく。

ただし、細部における違いの分析は今後に譲り、

ここでは『北国の黎明』の創作動機に関連する

と思われる大きな違いのみに着目する。

　先ず、登場人物についてである。自伝にはスッ

キのモデルと思われる女性が、忘れてはならな

い人物として登場する。しかしあくまで回想の

形で『北国の黎明』と類似する内容が短く紹介

されているだけである。そして妓生出身のキョ

ンチェは登場しない。ということは『北国の黎

明』においてこの二人の女性を登場させ、過去

を詳しく描いたことには特別な意味があるはず

である。

　スッキの過去については前に簡単に述べた

が、一家を没落させた父のせいで25歳も年上

の男の後妻に入れられ、「一日だけでも自由の

身となって死ぬSS」ことを願って新たに学校に

入ったのであった。もともとソウル出身のため

入学後は実家に住み、家族の面倒を見ながら、

お姉さん格としてヒョスンのソウルでの生活も

助けていた。またキョンチェの場合は、地位と

財産に目がくらんだ母によって両班の妾にさせ

られるところを恋人と逃げ、その恋人が病死し

たため死んだつもりで妓生となった。その後、

妓生をやめて結婚したが、息子を産めないこと
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で虐待されて家を出たのである。キョンチェに

対してヒョスンは過去に妓生をしていたことは

自らの過ちでないとは言え決してよいことでは

ないから、これからは「勉強をして立派な人間

になり、人々のためになる仕事をする決心

で殉励むようにと話していた。

　朴花城は不幸な過去を持つこの二人の女性を

特別な目的で登場させたように見える。しかし

結局、スッキは学費が底をつき、実家に米代も

入れることができなくなると自ら妾になる道を

選んで家を出てしまう。キョンチェは卒業の前

に自ら退学し、ヒョスンの兄ナムヒョクと結婚

する。このときヒョスンは二人の事情を理解し

ようと努力することもなく、スッキについては

「よく思わなくてわざと遠ざけた35」。そして自

らの進むべき道を行くのみである。ヒョスンが

教師時代に熱心に行ったことは、家にこもって

いた女性たちを夜学に通わせ、家の外に出させ

たことであった。このことからすると、スッキ

とキョンチェの成長が曖昧な形で処理されてい

ることには疑問を感じざるを得ない。ただし、

朴花城は1935年から1936年にかけて、貧困が

女性の生にもたらす樫桔に関心を寄せた362つ

の短篇、「重陽の日37」と「温泉場の春ss」を発

表している。この2つの作品の主人公はスッキ

やキョンチェと同じく一家の貧困の犠牲となっ

た女性である。つまり朴花城は『北国の黎明』

連載時にこれらの短篇を構想していたことにな

る。「無産階級の解放なくして女性解放はあり

得ない39」と考えていた朴花城は、不完全なが

らもヒョスンに女性解放の役割を担わせようと

したことがわかる。

　二番目に、自伝とは異なりヒョスンは作家に

ならない。当初、ヒョスンは教師生活の体験を

通して貧しい人々の代弁者になろうと決心す

る。それは作家になることを意味していたはず

である。そしてチャンウとの出会いを経て社会

変革に目覚めたヒョスンは、留学への漠然とし

た憧れを脱ぎ捨てる。このことは留学を止める

ことではなく、留学の目的がはっきりしたこと

を意味するであろう。そしてヒョスンは「目白」

の英文科に留学する。「目白」とは日本女子大

学を指している。英文学を専攻したのはやはり

作家を目指してのことであったと解釈できる。

1年後、ヒョスンはメガネをかけるようになっ

た。それは熱心に英文学を勉強した成果であり、

「プレゼント40」と表現できる自慢の種であっ

た。

　2学年になると、ヒョスンは保証人の夫人、

清水さんの紹介で社会科学研究会の会員になり

読書会に参加するようになったのをきっかけ

に、ヒョスンの下宿でも朝鮮の女性だけの読書

会を開き、それまで英単語ばかり詰まっていた

頭に新たな知識が加わっていった。そして「×

×東京支会」の最高幹部となり、ジュノとの交

際が始まる。「××東京支会」とは模友会東京

支会41のことである。この間もヒョスンは仕

事と勉強を両立させており、級友との交流が唯

一描かれている場面がここである。しかしそこ

ではヒョスンが即興で詩を詠んだことに対し

て、級友たちが「バクさんはぜったいに理論家

で弁論家よ、芸術家じゃないわ」、「鉄や銅みた

いに硬くて冷たく見えたバクさんの口から銀糸

のようなカナリアの歌が出てくるとはね42」と

驚く場面が見られる。このことからヒョスンが

勉強以外の活動に力を傾けていた様子がうかが

われる。この後、ジュノとの結婚、出産によっ

て帰国したヒョスンが作家になるのではなく、

メガネを外して乳母として働き、闘士となって

旅立つ経緯は先に見たとおりである。

　ヒョスンが方向転換をするきっかけとなった

のは「清水さん」の紹介で出席するようになっ

た読書会である。「清水さん」は自伝では「清

家夫人」となっているが、朴花城の入学当時、

日本女子大学の社会事業学部女工保全科4年に

在籍していた「清家とし43」のことである。夫

の清家敏住は1921年4月から1925年3月まで

早稲田大学政経学部に在籍しており、ここで朴

花城の兄と知り合い、朴花城の保証人を引き受
　　　　　　　　　　　　　　　　　8　と　よけたようである44。としは同級の西村桜東洋ら

と日本女子大学の社会科学研究会を組織し、後

に共産党に入党した活動家である。朴花城は清

家としから多くの影響を受けたものと推測され

る。

　『北国の黎明」のヒョスンが作家の道へ進ま

ず、闘士となる結末には清家としの生き方が反

映されているのではないかと考えられるふしが

ある。清家としは朴花城と同じく教師の経験が
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あり、夫の友人の影響で活動の道に進んだ。朴

花城が入学した1926年当時は下宿で研究会を

開き、マルクス主義のバイブルと言われた福本

和夫の著作を読んでいた。卒業後は労働農民党

を経て共産党に入党するが、その間、数度にわ

たり検束されながらも酷い拷問に耐えて思想を

維持した。そのがむしゃらな性格のため「清家

のオバサン」と呼ばれていたという。夫もやは

り活動家であったが拷問に耐えられず転向し、

離婚に至る。これは1931年のことである45。

朴花城はすでに帰国していたため、そのことを

知っていたかどうかはわからない。しかし少な

くとも清家としの活動の様子は間近で見ていた

ものと思われる。ヒョスンの意志の強さは清家

としに通じるものがある。

　三番目に、結婚後の展開についてである。自

伝では結婚して二人の子どもを出産する間、結

局は退学するものの学業を続けるために奮闘す

る様子が見えるが、『北国の黎明』のヒョスン

は第一子の出産後すぐに帰国し、夫が服役申の

家庭を支えるために知識人の衣を脱いで乳母と

して働きに出る。しかしその甲斐なく夫は転向

し、ヒョスンが闘士となる。ヒョスンの旅立ち

は1934年11月3日のこととなっている。

　この結末部分は自伝とはかなり異なる。自伝

では刑期を終えて出獄した夫を、朴花城が取り

計らって龍井の中学教師として赴任させる。そ

して1935年、朴花城は一戸建ての家を構えて

創作に専念するようになる。4月から『北国の

黎明』の連載が始まる。龍井に行った夫はその

間に同志を糾合しており、妻子より同志のほう

が大切だと告げて離婚を迫る。そして1936年

の離婚に至る。

　このように自伝によれば、朴花城が『北国の

黎明』の連載を始めたとき夫はすでに龍井に

発っていたが、実際に離婚に至るのは連載が終

わってからである。しかも夫は転向をしていな

い46。したがって実際には結婚状態が続いてい

る時期に、『北国の黎明』では転向を理由にヒヨ

スンに夫との決別を宣言させたことになる。そ

の時期は1934年11月、すなわち朴花城が創作

に専念するようになり、『北国の黎明』の連載

が始まる直前という設定である。

　このことについては連載中の朴花城と夫との

関係や、朴花城の心境の変化など微妙な問題を

考慮する必要があるが、少なくとも朴花城が

1934年を一つの区切りとして新たな出発を期

したことを示しているとは言えるであろう。『北

国の黎明』のヒョスンはそのような朴花城の決

意を担っている。

　それではその決意の内容は何か。朴花城の初

期の作品は故郷、木浦を舞台としたものが多

い47。木浦は1897年に開港し、日本の植民地

政策の下で急速に発展した新興都市である。作

品では労働者や女工の悲惨な生活の描写によっ

て木浦の発展の裏面が描き出され、社会批判的

な色彩が濃い。そのような傾向は地主の横暴や

自然災害によって小作人が土地を失っていく農

村問題を扱った作品にも引き継がれた。

　一方、『北国の黎明』連載の直前に「雪降る

夜48」という私小説風の短篇を発表した。これ

は教師時代に生徒たちの生活に間近で接して貧

富の差の存在を知ったときの体験を描き、最後

に「私」の針路はそのとき決まったのだと振り

返る内容である。この作品で注目されるのはそ

れまでの作品が被害者の立場から描かれていた

のに対し、教師である「私」の立場、すなわち

責任意識を伴った態度で描かれていることであ

る。これ以後、朴花城は検閲の強化にもかかわ

らず植民地政策への抵抗を露わにした作品を書

くようになる。『北国の黎明』のヒョスンの旅

立ちの日が11月3日の明治節に設定されてい

ることもこのことと無関係ではないであろう。

　以上のことから1935年は朴花城の作家意識

が確立した年であったと見ることができる。作

家意識というのは、「一定の人生観と意識の下

で文芸を創作し、それを生活としているのが文

芸家だ、だから文芸と文芸家を疎かにしてはい

けない49」、「細々とした筆に火を点して暗黒を

照らすのだSO」などの言葉を通して読み取れる

ように、朴花城は作家というものが目標に向

かって人々を先導する孤高の存在であると認識

していた。『北国の黎明』のヒョスンはこのよ

うな朴花城の作家意識から誕生したのである。

　『北国の黎明』は朴花城の作家意識が確固た

るものとなった1935年に書かれた。自伝的な

要素を持っているが、主人公ヒョスンは朴花城

自身と言うよりは、当時の朴花城の創作に対す
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る態度を具現した女性である。ヒョスンの人物

形成には朴花城が東京で間近に接していたと思

われる清家としからの影響も見られる。清家夫

妻との交際が朴花城にとって印象深いもので

あったことは、二人をモデルにした短篇小説51

を書いたことからもうかがい知ることができ

る。今後、東京滞在時の様子をさらに明らかに

することにより、朴花城文学への理解が深まる

ものと思われる。

5　おわりに

　朴花城は教師生活をしていた1925年に登壇

したが、2作目を発表したのは淑明女学校4学

年への再入学と東京留学、結婚、出産を経た

1932年である。『北国の黎明』にも書かれてい

るように、作家としての方向性が決まったのは

教師時代であるが、それが作品となって現れる

までに7年間の歳月があったのである。年齢で

は22歳から29歳の時期である。しかしこの間、

全く作品を書いていなかったわけではない。

1932年に女性初の新聞連載小説として発表さ

れる長篇『白花』を書き続け、推敲を重ねてい

た。『白花』は架空の歴史小説であるが、陰謀

によって妓生となった主人公「白花」が数々の

困難に打ち克って前途を切り拓いていく物語は

『北国の黎明』と通じる部分がある。したがっ

て『白花』の詳細な分析も東京滞在中の朴花城

の変化を知る上で欠かせない。いずれにせよ、

ヒョスンとは異なり、朴花城が東京滞在中も作

家の道を目指していたことは間違いない。
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